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　昼夜の温暖さがだんだんと大きくなり、肌に触れる風も涼しさから冷たさに変わってきました。
早くも冬の訪れを感じますが、子どもたちは大好きな戸外遊びを毎日元気に楽しんでいます。　
今号はこれから冬にかけて発病しやすく、感染力が強い「ウイルス性胃腸炎」についてお知らせします。





　乳幼児における『ウイルス性胃腸炎』の主な症状は、突然の嘔吐、下痢、腹痛、発熱です。
主な原因ウイルス　　ノロウイルス・ロタウイルス・アデノウイルスなど
主な症状    1．嘔吐：突然の嘔吐が見られ、特に食事の直後に起こることが多いです。
2．下痢：水様便が頻繁に出ることがあり、これが続くと脱水症を引き起こす可能性あり。
3．腹痛：腹部の不快感や痛みを訴えることがあります。
4．発熱：軽度の発熱が見られることもありますが、発熱しないこともあります。

注意点

〇脱水症状：嘔吐や下痢が続くと、特に乳幼児は脱水症状を起こしやすいです。
　　　　　　 水分補給が非常に重要で、脱水が疑われる場合は早めに医療機関への受診が必要です。

　　　　　 軽度：普段より元気がない、尿の回数が減少などの変化
　　　　 中等度：ぐったりとした様子、機嫌の悪さが目立つ、オムツが長時間濡れないことも
　　　　　 重度：皮膚の弾力が失われる、大泉門がへこむ、手足冷たくなるなど
　　（泣いても涙が出ない・口の中が乾燥している・目がくぼんで見えるといった症状も脱水のサイン）　　　　　　　　　

〇 感染力：ウイルス性胃腸炎は非常に感染力が強く、家庭内や集団での感染が広がりやすいです。
　　　　　　手洗いやうがいが重要。感染力が強いので嘔吐物や便の処置にも注意が必要です！
＊ 嘔吐物や下痢便が付着した衣類は、“消毒液で5～10分浸け置き”してから洗濯します。
＊ 次亜塩素酸ナトリウム消毒液（ハイター・ピューラックスなど）を使用します。
    　　　↓↓　　　　　　　　  (アルコール消毒液は効果が期待できません)　　　
　　＊ 調整する濃度は0．1％＜水1リットルに対し約20ml(500mlペットボトルにキャップ2杯弱)＞
　  ＊ 使い捨ての手袋・マスクを着用して処理することを忘れずに。

予防策

◎　 手 洗 い　 ：食事前やトイレの後に手をしっかり洗うことが感染予防に繋がります。
◎食品の衛生管理：汚染された食品や水を避けることが重要です。
◎ ワクチン接種 ：ロタウイルスに対しては予防接種が可能で、これにより感染リスクを減少させることができます。ウイルス性胃腸炎は通常数日で自然に回復しますが、抵抗力の弱い乳
幼児の場合は重症化するリスクがあるため、症状が見られた場合は注意しましょう。

＊登園基準は「嘔吐・下痢等の症状が治まり、普段の食事がとれる」となっています＊





インフルエンザワクチン (・・・・・・・・・・・)について
インフルエンザの予防接種は任意で生後6か月（満6か月）から受けられます。
抗体値が十分なレベルに達するまでには接種後4週間ほどかかるので、流行が予測される時期の4週間前には1回目の接種を受けておきましょう。 鼻スプレータイプのワクチン「フルミスト (・・・・・)」が昨年より
日本でも正式に使えるようになっていますが、対象年齢は2歳以上19歳以下です。
“接種時期” や ”ワクチンの種類” 等についてはかかりつけ医にご相談ください。
（他の予防接種と同様、インフルエンザ予防接種を受けた時も、その都度お知らせください。）
  職員は毎年全員、嘱託医によるインフルエンザ予防接種を受けています。

＊登園基準は「発症した翌日から最低5日間かつ解熱した翌日から3日を経過している」となっています＊
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